
新型コロナウイルス感染症拡大で従業員の皆さんとそのご家族が、大変不安な日々を過ごされているものと思います。先日、緊急事態準備宣言が延長され、わが社としても、この難局を確りと乗り切っていかなければなりません。そこで、私から直接、皆さんにメッセージをお伝えします。

周知のとおり、今年2月から拡大した新型コロナウイルスが、わずか3ヵ月余りで世の中を激変させています。収束時期を見通すことは難しく、仮に早期に収束しても、経済や人の流れも含めて回復には時間が掛かりそうです。

わが社の顧客と事業環境も大きな影響を受けており、737MAX問題で苦境にあったボーイング社はコロナの影響直撃の二重苦の中、787を5割、777を3割へ段階的に減産することを発表し、コマツもグローバル生産拠点の半数以上が今なお操業停止中、産業用ヘルメットも工事自粛、生産活動の停止に伴い、需要減は避けられない状況です。
「中期経営計画2018」の折り返しである47期を黒字決算で迎える予定でありましたが、想定外で急激な売上減で赤字決算の可能性が大きくなりました。コロナの影響を見込んだ予測については5月28日の全体会議で展開を予定しております。

わが社が覚悟しなければならないのは、外部環境の動向を敏感に捉え、既成概念にとらわれず速やかに自ら変化し対応する準備をすることです。事業部、部、課を超えた相互協力、異動も含めた組織再編、、IT化と働き方改革の加速しながら、生き残りをかけ、確りと足場固めをすると共に、先を見据えて成長への布石を打ち続けることです。
この危機が発生する前よりもさらに強く、もっと顧客から必要とされる企業になっていると信じています。40年以上の長い年月をかけて構築したサプライチェーン、航空宇宙防衛や建機で培った品質保証、技術開発、調達、営業能力。防災事業は、収束した後では「備え」への大切さが新たな需要を生み出すはずです。当面は皆さんと困難な時期を闘わなくてはなりませんが一致団結し、力を合わせることで、この危機を乗り越えていくことができると確信しています。 
事態が一日でも早く収束に向かい成果を分かち合える状態に戻る様、ここにご理解とご協力をお願い申し上げます。

最後に、健康第一で高い自己管理の徹底お願いします。
